
JP 2008-514081 A 2008.5.1

10

(57)【要約】
マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・
サービス（MBMS）セッションに加わって該セッションの
開始を待っている移動局（MS）のためのアイドル・モー
ド電力消費を低減させるためのシステム及び方法。本発
明は、MBMSセッションが非アクティブであるMSの電力消
費を減らすことにも向けられている。本発明の別の側面
においては、移動局の電力消費は継続しているMBMSセッ
ション・アクティビティーが無いときに減らされる。電
力消費低減は、通知メッセージがMSの現在加わっている
ページング・グループとは異なるMBMSセッションについ
ての通知メッセージであるときにMBMS特有通知ページン
グ・グループからの通知メッセージを読む必要を無くす
ることによって達成される。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（MBMS）セッションに
加わっており、前記サービスのための入力データに関連するデータを待っている移動局（
MS）に通知する方法であって：
　MBMS事前通知を検出するべく前記MSでページング・グループを監視するステップと；
　前記ページング・グループ上のMBMS通知メッセージ内のMBMS事前通知情報を前記ページ
ング・グループでMSに送信するステップと；
　テンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）を取得するべく前記MBMS通知メッセ
ージ中の前記事前通知情報を調べるステップと；
　前記TMGIが、加わったMBMSセッションのための前記MBMSベアラ・サービスに対応するか
否か判定するステップと；
　もし前記TMGIがパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（PLMN）のための前記MB
MSベアラ・サービスに対応するならば付加的なメッセージを読むステップと；
を含む方法。
【請求項２】
　もし前記TMGIが前記PLMNのための前記MBMSベアラ・サービスに対応しなければ電力を節
約するべく前記メッセージを読むことをやめるステップを更に含む、請求項1に記載の方
法。
【請求項３】
　前記ページング・グループは、前記MBMSセッションに加わることを要求した前記MSによ
って監視される、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記事前通知情報は、各MBMSベアラ・サービスのためにブロードキャスト／マルチキャ
スト・サービスによって割り当てられるテンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI
）である、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記TMGIは、PLMN IDと、前記PLMN内で一意であるローカルMBMSベアラ・サービス識別
子とを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記TMGIは、PLMN ID情報無しで前記MSに送られる、請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　TMGIは前記PLMN ID無しで前記MSに送られる、請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記ページング・グループはMBMS特有のページング・グループである、請求項1に記載
の方法。
【請求項９】
　マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（MBMS）セッションに
加わっており、前記セッションのための入力データに関連するデータを待っている移動局
（MS）に通知するためのシステムであって：
　MBMS事前通知を検出するべくページング・グループを監視するための手段と；
　前記ページング・グループ上のMBMS通知メッセージ内のMBMS事前通知情報を前記ページ
ング・グループでMSに送信するための手段と；
　テンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）を取得するべく前記MBMS通知メッセ
ージ中の前記事前通知情報を調べるための手段と；
　前記TMGIが、加わったMBMSセッションのためのMBMSベアラ・サービスに対応するか否か
判定するための手段と；
　もし前記TMGIがパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（PLMN）のための前記MB
MSベアラ・サービスに対応するならば付加的なメッセージを読むための手段と；
を含む、システム。
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【請求項１０】
　もし前記TMGIが前記PLMNのための前記MBMSベアラ・サービスに対応しなければ電力を節
約するべくメッセージを読むことが終了させられる、請求項9に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ページング・グループは、前記MBMSセッションに加わることを要求した前記MSによ
って監視される、請求項9に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記事前通知情報は、各MBMSベアラ・サービスのためにブロードキャスト／マルチキャ
スト・サービスによって割り当てられるテンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI
）である、請求項9に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記TMGIは、PLMN IDと、前記PLMN内で一意であるローカルMBMSベアラ・サービス識別
子とを含む、請求項10に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記TMGIは、PLMN ID情報無しで前記MSに送られる、請求項12に記載のシステム。
【請求項１５】
　TMGIは前記PLMN ID無しで前記MSに送られる、請求項13に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ページング・グループはMBMS特有のページング・グループである、請求項9に記載
のシステム。
【請求項１７】
　コンピュータ可読プログラム・コードをコンピュータ使用可能な媒体上に有する前記媒
体を含み、移動局のためのシステムにおいて使用されるコンピュータ・プログラム製品で
あって、前記コンピュータ可読プログラム・コードは：
　 MBMS事前通知を検出するべくページング・グループを監視するためのプログラム・コ
ードと；
　前記ページング・グループ上のMBMS通知メッセージ内のMBMS事前通知情報を前記ページ
ング・グループでMSに送信するためのプログラム・コードと；
　テンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）を取得するべく前記MBMS通知メッセ
ージ中の前記事前通知情報を調べるためのプログラム・コードと；
　前記TMGIが、加わった前記MBMSセッションのためのMBMSベアラ・サービスに対応するか
否か判定するためのプログラム・コードと；
　もし前記TMGIがパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（PLMN）のための前記MB
MSベアラ・サービスに対応するならば付加的なメッセージを読むためのプログラム・コー
ドと；
を含む、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項１８】
　処理ユニットと；
　前記処理ユニットに接続されたメモリと；
　前記処理ユニットに接続された表示装置と；
　独自の機能アプリケーションを各々提供する複数の内部機能であって、前記移動局のハ
ードウェア、ファームウェア及び／又はオペレーティング・システムに置かれている複数
の内部機能と；
　前記処理ユニットに接続されて、遠隔地に置かれたコントローラと通信するようになっ
ているセルラー・トランシーバと；
を含む移動局であって、前記移動局は、MBMS事前通知を検出するべくページング・グルー
プを監視し、MBMS通知メッセージ内のMBMS事前通知情報を受け取り、テンポラリー・モバ
イル・グループ識別子（TMGI）を取得するべく前記MBMS通知メッセージ中の前記事前通知
情報を調べ、前記TMGIがパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（PLMN）のための
MBMSベアラ・サービスに対応するか否かを判定するように構成されている、移動局。
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【請求項１９】
　もし前記TMGIが前記PLMNのための前記MBMSベアラ・サービスに対応しなければ、電力を
節約するべくメッセージを読むことが終了させられる、請求項18に記載の移動局。
【請求項２０】
　前記事前通知情報は、各MBMSベアラ・サービスのためにブロードキャスト／マルチキャ
スト・サービスによって割り当てられるテンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI
）である、請求項18に記載の移動局。
【請求項２１】
　前記TMGIは、PLMN IDと、前記PLMN内で一意であるローカルMBMSベアラ・サービス識別
子とを含む、請求項18に記載の移動局。
【請求項２２】
　前記ページング・グループはMBMS特有のページング・グループである、請求項18に記載
の方法。
【請求項２３】
　マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（MBMS）セッションに
加わっており、前記サービスのための入力データに関連するデータを待っている移動局（
MS）に通知するためのベース・トランシーバ局であって：
　MSが前記MBMSセッションに加わることを要求したか否か判定するための手段と；
　前記MBMSセッションに加わることを要求している前記MSにMBMS通知メッセージ内のMBMS
事前通知情報を送信するための手段と；
　テンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）を取得するべく前記MBMS通知メッセ
ージ中の前記事前通知情報を調べるための手段と；
　前記要求されたMBMSセッションのためのMBMSベアラ・サービスに前記TMGIが対応するか
否か判定するための手段と；
　もし前記TMGIがパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（PLMN）のための前記MB
MSベアラ・サービスに対応するならば付加的なメッセージを受信するための手段と；
を含む、ベース・トランシーバ局。
【請求項２４】
　もし前記TMGIが前記PLMNのための前記MBMSベアラ・サービスに対応しなければ、電力を
節約するべく、メッセージを読むことが終了させられる、請求項23に記載のベース・トラ
ンシーバ局。
【請求項２５】
　ページング・グループは、前記MBMSセッションに加わることを要求した前記MSにより監
視される、請求項23に記載のベース・トランシーバ局。
【請求項２６】
　前記事前通知情報は、各MBMSベアラ・サービスのためにブロードキャスト／マルチキャ
スト・サービスにより割り当てられるテンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）
である、請求項23に記載のベース・トランシーバ局。
【請求項２７】
　前記TMGIは、PLMN IDと、前記PLMN内で一意であるローカルMBMSベアラ・サービス識別
子とを含む、請求項24に記載のベース・トランシーバ局。
【請求項２８】
　前記TMGIはPLMN ID情報無しでMSに送られる、請求項27に記載のベース・トランシーバ
局。
【請求項２９】
　前記TMGIは前記PLMN ID無しでMSに送られる、請求項27に記載のベース・トランシーバ
局。
【請求項３０】
　前記ページング・グループはMBMS特有のページング・グループである、請求項23に記載
のベース・トランシーバ局。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブロードキャスト・モード及びマルチキャスト・モードの間にデータを送受
信するためのシステム及び方法に向けられており、特に、マルチメディア・ブロードキャ
スト／マルチキャスト・サービス（Multimedia Broadcast/Multicast Service；MBMS）セ
ッションに加わって該セッションの開始を待つ移動局（Mobile Station；MS）のためのア
イドル・モード電力消費を低減させるためのシステム及び方法に向けられている。
【関連出願】
【０００２】
　本出願は、2004年9月17日に出願された米国特許仮出願第60/611,140号からの優先権を
主張する。
【背景技術】
【０００３】
　MBMS（マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス）は、単一のソ
ース・エンティティーから特定のエリアに位置するユーザのグループにデータが送信され
る単方向ポイント・ツー・マルチポイント（p－t－m）マルチキャスト／ブロードキャス
ト・サービスである。MBMSは、単一のソース・エンティティーからサービス・エリア内の
多数のユーザへのテキスト、オーディオ、画像又はビデオのようなマルチメディア・デー
タの単方向p－t－m双方向ポイント・ツー・ポイント（p－t－p）送信の選択を含むことが
できる。第3世代パートナーシップ・プロジェクト（3GPP）技術仕様（TS）22.146、"マル
チメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス；ステージ1（Multimedia Br
oadcast/Multicast Service；Stage 1）"で述べられているように、MBMSの目標は、無線
マルチキャストとしての無線インターフェースを介しての単一の送信でp－t－pサービス
の複数のインスタンスの提供を可能にすることである。所与のMBMSサービスについて"サ
ービス・エリア"は、以降、該サービスが利用可能にされる地理的エリア（セルのセット
）として理解されなければならない。
【０００４】
　MBMSは２つのモード、例えばブロードキャスト・モード及びマルチキャスト・モード、
を有する。これら２つのモードの主な差異は、ブロードキャスト・モードにおいてはサー
ビス・エリア内の全てのMBMSユーザが送信されたデータを受信するべきターゲットとされ
るのに対してマルチキャスト・モードではサービス・エリア内のMBMSユーザの一部だけを
データ受信するように指定できることである。3GPP TS22.146、"マルチメディア・ブロー
ドキャスト／マルチキャスト・サービス；ステージ1）"で定められているように、マルチ
キャスト・モードは、通例、ユーザがサービスを受ける前にマルチキャスト・グループに
サブスクライブすることを必要とする。
【０００５】
　3GPP TS43.246、"汎ヨーロッパデジタル移動通信システム（GSM）高度データGSM環境（
EDGE）無線アクセス・ネットワーク（GERAN）におけるMBMS；ステージ2（MBMS in the Gl
obal System for Mobile communication（GSM） Enhanced Data GSM Environment（EDGE
） Radio Access Network（GERAN）；Stage 2）において定められているように、ページ
ング・グループに加わってMBMSセッションを要求した移動局（MS）は、MBMS通知（MBMS n
otifications）を求めてMBMS特有ページング・グループ（MBMS specific paging group）
を監視する。MSがMBMS通知ページング・グループ（MBMS notification paging group）に
おけるメッセージを全部は読まないことによって電力を節約できるように、該MSの主ペー
ジング・グループにおいて単一の事前通知ビット（pre-notification bit、すなわちフラ
グ）が送信される。このフラグは、該MSがそのMBMS通知ページング・グループを読まなく
てはならないこと又は該MSが該通知ページング・グループを読まなくてもよいことを示す
。MSがMBMS通知ページング・グループを読まなくても良いときには、ネットワークは通常
のページング・メッセージの代わりに他のメッセージをページング・チャネルで送信する
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ことを許される。しかし、この場合には、事前通知フラグのステータスの表示を常に提供
できるとは限らない。その結果として、MSは、その特定の時点で通知が生じなくてもMBMS
通知ページング・グループを読む必要がある。
【０００６】
　G2-MBMS04002"討論論文：MBMS事前通知及び通知（Discussion paper：MBMS Pre－notif
ication and Notification）"、イタリア、トリノにおけるMBMSに関する臨時エリクソン3
GPP GERAN2アドホック（Ericsson 3GPP GERAN2 ad-hoc on MBMS，Turin，Italy）におい
て論じられている、MS電力消費を減らすための従来技術解決策に伴う１つの問題は、MBMS
移動局がおそらく全てのMBMS特有ページング・グループ・メッセージを読まなくてはなら
ないことである。このようなことは、新しいMBMSセッションが頻繁に開始する場合に起こ
るであろう。パブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（Public land mobile netwo
rk；PLMN）全体にわたるMBMSセッションは全てのセルで通知される必要があり、ロケーシ
ョン・エリア全体にわたるMBMSセッションは１つのロケーション・エリアの全てのセルで
通知される必要がある。更に、１つの特定のセルが依然として属するより小さなエリア向
けのMBMSセッションが存在し得る。更に、例えばダウンロード・サービス及びレクリエー
ション・サービスなどのためにより大きなネットワーク能力が利用可能になるときには、
MBMSセッションは全稼働時間以外でもより頻繁に発生し得る。この場合、所与のどの日に
おいても一日中頻繁な通知が行われそうである。"行方不明の（lost）"事前通知の行方を
明らかにして処理するために、MSは全てのMBMS特有ページング・グループ・メッセージを
連続的に読むことを要求されることがあり得る。MBMSセッション中の不連続受信（Discon
tinuous Reception；DRX）期間がMSの基本ページング・グループに等しければ、MSの電力
消費は約100％増えるであろう。通例、DRX期間はMSにおけるバッテリー消費を最小にする
ために使われる。DRXは３つのパラメータ、すなわち、DRXオン／オフ、DRX期間（ページ
ング・グループ定義）及びnon-DRXタイマー（例えば最後のデータ転送後にMSが非DRXモー
ドにとどまる時間の長さ）を用いて定義される。
【０００７】
　MS電力消費を減らすための従来技術解決策に付随する他の問題は、MBMSセッションがセ
ルにおいて非常に頻繁に通知され得ることである。その結果として、たとえ事前通知フラ
グがMSに入ってくる通知を知らせても、MBMS移動局は、MBMSページング・グループを連続
的に読むことを要求されるであろう。
【非特許文献１】3GPP TS22.146, Multimedia Broadcast/Multicast Service；Stage 1
【非特許文献２】3GPP TS43.246, MBMS in the Global System for Mobile communicatio
n (GSM) Enhanced Data GSM Environment（EDGE） Radio Access Network（GERAN）；Sta
ge 2）
【非特許文献３】G2－MBMS04002, Discussion paper：MBMS Pre－notification and Noti
fication,（Ericsson 3GPP GERAN2 ad-hoc on MBMS，Turin，Italy）
【発明のまとめ】
【０００８】
　本発明は、マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（MBMS）セ
ッションに加わって該セッションの開始を待つ移動局（MS）のためのアイドル・モード電
力消費を低減させるためのシステム及び方法に向けられている。本発明は、MBMSセッショ
ンが非アクティブであるMSの電力消費を減らすことにも向けられている。本発明の別の側
面においては、移動局の電力消費は、継続しているMBMSセッション・アクティビティーが
無いときに減らされる。
【０００９】
　電力消費の低減は、通知メッセージがMSの現在加わっているページング・グループとは
異なるMBMSセッションについての通知メッセージであるときにMBMS特有通知ページング・
グループからの通知メッセージを読む必要を無くすることによって達成される。本発明に
よれば、基本ページング・グループの他に、MSへのMBMS通知ページング・グループからの
過剰なページが除去される。その結果として、隣接セル・システム情報タイプ3及びタイ
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プ4（SI3及びSI4）復号とサービング・セルからのセル・ブロードキャスト・チャネル（C
BCH）受信とは、MBMSタスクとの衝突無しに実行され得る。
【００１０】
　本発明のシステム及び方法は、特定のMBMS通知ページング・グループを定義する必要を
無くするオプションを提供する。ここで、MSは、事前通知が該MSに送信された後に非DRX
モードに入ることを許され、これは実際の通知が任意のページング・グループで送信され
ることを可能にする。これは、複数の異なるページング・グループ間でのロード・シェア
リング時に顕著な柔軟性を可能にする。その結果として、長いページングを避けることが
でき、それは、MSがMBMSセッションに関わっていないときでも、MSにより消費される電力
の低減という結果をもたらす。例えば、電力消費は、MBMSセッションのメンバーであるMS
と、如何なるMBMSセッションにも加入していないか又は１つのMBMSセッションのブロード
キャストが始まるのを待っていないMBMS MSとにおいて、減らされる。
【００１１】
　本発明により、MSは、通知されるべきMBMSベアラ・サービスを少なくとも部分的に特定
する事前通知情報を介して、来るべき通知に関して知らされる。本発明の一実施態様では
、事前通知情報がMBMSベアラ・サービスを完全に（少なくとも所与のパブリック・ランド
・モバイル・ネットワーク（PLMN）内で一意に）特定すれば、通知されるべきMBMSベアラ
・サービス内の実際のMBMSセッションの識別子も送信され得る。
【００１２】
　テンポラリー・モバイル・グループ識別子（Temporary Mobile Group Identity；TMGI
）は、MBMS通知目的のために使われる。ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス・
センター（BM－SC）は、MBMSベアラ・サービスあたりに単一の世界的に一意のTMGIを割り
当てる。ここで、TMGIは２つの部分、すなわち世界的に一意のMCC/MNC識別子（例えば、P
LMN ID）と、PLMN内で一意のローカルMBMSベアラ・サービス識別子と、から成る。
【００１３】
　本発明により、複数のPLMNにおけるMBMSベアラ・サービスの一意のIDを提供する１つの
完全なTMGIがMSに送信される。好ましくは、PLMN情報を除いたTMGIが送信される。その結
果として、所与のPLMN内でMBMSベアラ・サービスの一意のIDが提供され、低い又は高い精
度（granularity）を有する事前通知が使用され得る。精度は、オブジェクト又はアクテ
ィビティーを特徴付ける相対的サイズ、スケール、詳しさのレベル、又は、浸透度（pene
tration）の深さに関連する。熟慮されている実施態様によれば、TMGIと共に又はPLMN ID
無しのTMGIと共に、通知されるべきMBMSセッションの識別子を送り、従って可能な最高の
精度を得ることが可能である。実際のセッションが事前通知で表示されていないときには
、より低い精度が得られる。TMGIのサブセットだけが使用されるときには（例えば、PLMN
 ID又はTMGIのモジュロを除いたTMGI）、もっと低い精度が達成される。整数a、b及びnが
与えられたとき、a≡b（mod n）（すなわち、"aはnを法としてbと合同である"）は、aとb
とはnで割られたときに同じ剰余を有すること、或いは同等にa－bがnの倍数であること、
を意味する。
【００１４】
　本発明のシステム及び方法は、アドレス指定された通知が実際には存在しない付加的な
ページング・グループをMBMS通知を待っているMSが読む必要を無くする。更に、長いペー
ジングを避けることができ、これは、長いページングが生じるページング・グループを監
視する全ての移動局の電力消費を低減させる。
【００１５】
　本発明の他の目的及び特徴は、添付図面と関連させて以下の詳細な説明を検討すること
から明らかとなろう。しかし、図面は単に例証を目的としているのであって、本発明の範
囲を確定するものではないことが理解されなければならず、それについては、添付されて
いる請求項を参照するべきである。更に、図面は、本書に記載されている構造及び手続き
を概念的に示すべく意図されているに過ぎないことが理解されるべきである。
【００１６】
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　本発明の上記の及びその他の利点及び特徴は、添付図面を参照する本発明の好ましい実
施態様についての以下の詳細な説明からより明らかとなろう。
【現在好適である実施形態の詳細な説明】
【００１７】
　本発明は、マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（MBMS）セ
ッションに加わってセッションの開始を待つ移動局（MS）のためのアイドル・モード電力
消費を低減させるためのシステム及び方法に向けられている。図1は、複数の移動端末装
置又は移動局10を含む代表的な無線通信システム1の実施態様の略ブロック図を示す。２
つの移動局（MS）10が示されており、１つはMS＃1と、他方はMS＃2と称される。２つの移
動局が示されているが、本発明によれば好ましくは３つ以上が使用される。
【００１８】
　図1は、一般加入電話網（PSTN）のような電気通信網に接続するためのモバイル・スイ
ッチング・センター（MSC）3と、少なくとも１つのベース・ステーション・コントローラ
（BSC）4と、所定のエアーインターフェース標準規格に従って順方向すなわちダウンリン
ク方向に物理チャネル及び論理チャネルの両方を移動局10に送信する複数のベース・トラ
ンシーバ局（BTS）5とを有する代表的なネットワーク・オペレータ2を示す。移動局10か
らネットワーク・オペレータへの逆方向すなわちアップリンク方向の通信路が存在するこ
とが想定されており、それは移動局発のリクエスト及びトラフィックと、本発明を実施す
るためのシグナリングとを伝達する。BTS5はセルを確定するが、それらは異なるサイズ、
異なる周波数などであり得る。
【００１９】
　エアーインターフェース標準規格は時分割多元接続（TDMA）エアーインターフェースに
従って良く、ネットワークはユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーションズ・シス
テム（UMTS）ネットワーク又は他のタイプのネットワークであって良い。しかし、本発明
の教示は、符号分割多元接続（CDMA）ネットワーク及びその他のネットワーク・タイプに
も同様に当てはまる。
【００２０】
　ネットワーク・オペレータ2は、ショート・メッセージ・サービス（SMS）メッセージ、
又は電子メール及びサプリメンタリー・データ・サービスを含む任意の無線メッセージ送
信技術のようなメッセージをMS10のために受信し転送するメッセージ・サービス・センタ
ー（MSCT）6を含むことができる。更に、画像メッセージ、ビデオ・メッセージ、オーデ
ィオ・メッセージ、テキスト・メッセージ、エクシキュータブル（executable）など、及
びそれらの組み合わせをネットワークと移動局との間で転送できる、開発中のマルチメデ
ィア・メッセージング・サービス（Multimedia Messaging Service；MMS）として知られ
ているもののようなSMS拡張機能を使用することができる。
【００２１】
　移動局（MS）10は、通例、表示装置14の入力に結合された出力とキーボード又はキーパ
ッド16の出力に結合された入力とを有するマイクロ・コントロール・ユニット（MCU）を
含む。MS10は、セルラー移動電話機のようなハンドヘルド無線電話機又はパーソナル・デ
ジタル・アシスタント（PDA）と見なされ得るものであって、音声通信を伝えるためのマ
イクロホン及びスピーカー（図示されていない）を持つことができる。MS10は、使用時に
他の装置に接続されるカード又はモジュールの中に含まれることもできる。例えば、MS10
は、使用時にラップトップ・コンピュータ又はノートブック・コンピュータのような携帯
データ処理装置に、或いはユーザが着用できるコンピュータにインストールされるPCMCIA
又は類似タイプのカード又はモジュールの中に含まれ得る。
【００２２】
　MCU12は、オペレーティング・プログラムを格納するための読み出し専用メモリ（ROM）
、及び、必要なデータを一時格納するためのランダム・アクセス・メモリ（RAM）、スク
ラッチパッド・メモリ、受け取られたデータパケット及び送信される用意のできたデータ
パケット、などを含む或るタイプのメモリ13を包含し又はそれに結合されると仮定される
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。メモリ13は、セル再選択を実行するためにMS10により使用される種々のパラメータを記
憶すると仮定される。
【００２３】
　別の、取り外し可能なSIM（図示されていない）を設けることもでき、そのSIMは、例え
ば、好ましいパブリック・ランド・モバイル・ネットワーク（Public land mobile netwo
rk；PLMN）リスト及び他のサブスクライバー関連情報を記憶する。該ROMは、本発明の目
的上、本発明の現在好ましい実施態様に従って動作することを要求されるソフトウェア・
ルーチンをMCU12が実行することを可能にするプログラムを記憶すると仮定される。
【００２４】
　MS10は、デジタル信号処理装置（DSP）18又は同等の高速処理装置と、ネットワーク・
オペレータ2との通信のために共にアンテナ24に結合されているトランスミッター20及び
レシーバー22から成る無線トランシーバとを含む無線セクションも包含する。レシーバー
22は、セル再選択プロセスに使用される信号測定を行うために使用される。
【００２５】
　本発明に従って、通知されるべきMBMSベアラ・サービスを少なくとも部分的に特定する
事前通知情報を介してMS10は来るべき通知に関して知らされる。本発明の一実施態様では
、事前通知情報がMBMSベアラ・サービスを完全に（少なくとも所与のパブリック・ランド
・モバイル・ネットワーク（PLMN）内で一意に）特定すれば、通知されるべきMBMSベアラ
・サービス内の実際のMBMSセッションの識別子も送信され得る。
【００２６】
　3GPP TS 23.246、"マルチメディア・ブロードキャスト／マルチキャスト・サービス（M
BMS）；アーキテクチャ及び機能解説（Multimedia Broadcast/Multicast Service（MBMS
）；Architecture and functional description）"、において定められているように、テ
ンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）は、MBMS通知目的のために使われる。ブ
ロードキャスト／マルチキャスト・サービス（BM－SC）は、MBMSベアラ・サービスあたり
に単一の世界的に一意のTMGIを割り当てる。ここで、TMGIは２つの部分、すなわち世界的
に一意のMCC/MNC識別子（例えば、PLMN ID）と、PLMN内で一意のローカルMBMSベアラ・サ
ービス識別子と、から成る。一方においては、TMGIは、マルチキャストMBMSベアラ・サー
ビスのためにサービス起動手続きを介してユーザ装置（user equipment（UE））に送られ
る。また、他方においては、TS 23.246に記載されているように（ブロードキャスト・サ
ービスについて例えば、"サービス・アナウンスメント（Service Announcement）"を参照
）TMGIはサービス・アナウンスメントを介して入手され得る。この場合、TMGIは、IPマル
チキャスト・アドレス及びアクセス・ポイント・ノードから成るMBMSベアラ・サービスID
と同等である無線リソース有効なMBMSベアラ・サービス識別子である。
【００２７】
　本発明により、複数のPLMNにおけるMBMSベアラ・サービスの一意的IDを提供する完全な
TMGIが各MS10に送られる。好ましくは、PLMN情報を除いたTMGIが送られる。その結果とし
て、所与のPLMN内でのMBMSベアラ・サービスの一意的IDが提供される。これにより、高い
精度を有する事前通知を達成することが可能になる。精度は、オブジェクト又はアクティ
ビティーを特徴付ける相対的サイズ、スケール、詳しさのレベル、又は、浸透（penetrat
ion）の深さに関連する。熟慮されている実施態様によれば、TMGIと共に又はPLMN ID無し
のTMGIと共に、通知されるべきMBMSセッションの識別子を各MS10に送ることが可能である
。
【００２８】
　ネットワークが多数の移動局をページしようとすれば、事前通知情報のためにより少数
のビットが使用される。ここで、事前通知を各MS10に提供するために、TMGIの関数として
確定される短いビット長を有するパラメータが使用され得る。好ましくは、このパラメー
タはTMGIの変数部分のモジュロである。しかし、TMGIの任意の定義済み関数を使用するこ
とも可能である。整数a、b及びnが与えられたとき、式a≡b（mod n）（すなわち、"aはn
を法としてbと合同である"）は、aとbとはnで割られたときに同じ剰余を有すること、或
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いは同等にa－bがnの倍数であること、を意味する。
【００２９】
　PLMN IDを伴なうか又は伴なわないTMGIを介して事前通知を実行することは、入ってく
る事前通知情報が特定のMS10をアドレス指定している否かをその特定のMS10が充分に見分
けることを可能にする。もし入ってくる事前通知情報がその特定のMS10をアドレス指定し
ていなければ、そのMS10はそれ以上の付加的メッセージを読まなくても良いであろう。そ
の結果として、該MBMS事前通知によって余分の電力消費が引き起こされることはない。
【００３０】
　事前通知は、進行中の実際のMBMSセッションを正確にアドレス指定する。その結果とし
て、各事前通知がその関連MS10と突き合わされた後に非DRXモードを起動することが可能
である。そして、各事前通知の後の非DRXモードの起動は、実際の通知が任意のページン
グ・グループで、或いはMS10にMBMSセッションへのアクセスを許すことだけを目的として
確保されているブロックで、送られることを可能にする。
【００３１】
　本発明によれば、各MS10は、該MSにアドレス指定されている通知が無いときには、標準
のページング・グループ以上を最早読まなくても良い。その結果として、該MSにアドレス
指定されていない非アドレス指定通知とセル・ブロードキャスト・チャネル、隣接セル・
システム情報タイプ3及びタイプ4（すなわち、共通制御チャネル（CCCH）セル上のSI3/SI
4）とを読むときに衝突が発生する可能性は無くされる。最悪の場合、移動局は２つのペ
ージング・グループ（例えば、標準のページング・グループとMBMS特有の通知ページング
・グループ）を連続的に読まなければならないことがあり得るということに注意するべき
である。この場合、数DRXサイクルにわたってCBCHも隣接セル・システム情報も読めなく
なる。
【００３２】
　図2は、本発明の方法のステップを示すフローチャートである。ステップ200において示
されているように、MBMS通知を検出するためにMBMS特有のページング・グループが監視さ
れる。ここで、該ページング・グループは、MBMSセッションに加わることを要求したMSに
よって監視される。
【００３３】
　次に、ステップ210において示されているように、MBMS事前通知は、MBMS事前通知メッ
セージの中で、該MBMSセッションに加わることを要求したMSに送られる。事前通知情報は
、各MBMSベアラ・サービスについてブロードキャスト／マルチキャスト・サービスにより
割り当てられる一意のテンポラリー・モバイル・グループ識別子（TMGI）である。TMGIは
２つの部分、すなわち世界的に一意のMCC/MNC識別子（例えば、PLMN ID）と、PLMN内で一
意のローカルMBMSベアラ・サービス識別子と、から成る。好ましくは、PLMN情報を除いた
TMGIが送られる。その結果として、所与のPLMN内でのMBMSベアラ・サービスの一意のIDが
提供される。
【００３４】
　ステップ220において示されているように、TMGIを取得するためにMBMS通知メッセージ
中の事前通知情報のチェックが行われる。ステップ230において示されているように、該T
MGIは、PLMNのためのMBMSベアラ・サービスに対応するか否か調べられる。もし該TMGIが
、加わられたMBMSセッションについてのMBMSベアラ・サービスに対応するならば、ステッ
プ250において示されているようにMSは付加的なメッセージを読み続ける。もし該TMGIがP
LMNのためのMBMSベアラ・サービスに対応しなければ、ステップ250において示されている
ように、MSは、電力を節約するために、それ以上のメッセージを読むのをやめる。
【００３５】
　本発明のシステム及び方法を用いれば、MBMS通知を待っている移動局にとっては、アド
レス指定された通知が実際には存在しない付加的なページング・グループを読まなければ
ならなくなることは全く無いか、或いは多くても非常に稀にしか無い。更に、長いページ
ングを回避することができ、これは、長いページングが発生するページング・グループを
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監視している全ての移動局の電力消費を低減させる。
【００３６】
　この様に、好ましい実施態様に応用された本発明の基本的な新規特徴が示され記述され
指摘されたが、説明された装置の形及び細部、またその動作に関して種々の省略及び置換
及び変更が本発明の範囲からの逸脱を伴なわずに当業者により行われ得ることが理解され
るであろう。例えば、実質的に同じ機能を実質的に同じ仕方で実行して同じ結果を達成す
る要素及び／又は方法ステップの全ての組み合わせは本発明の範囲内にあることが明確に
意図されている。更に、本発明の開示された形又は実施態様と関連して示され且つ/又は
記述された構造及び／又は要素及び／又は方法ステップは他の任意の開示された又は記述
された又は示唆された形又は実施態様に一般的設計選択事項として組み込まれ得ることが
認識されるべきである。従って、本書に添付されている請求項の範囲により示されるよう
にのみ限定されることが目的である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の方法が実行される無線通信システムの代表的ブロック図である。
【図２】本発明の方法のステップを示すフローチャートである。

【図１】 【図２】
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